



















































Reference: Nishida, Shimizu, Shiota, Takasaki, Magara & Shibata, 2009, ApJ, 690, 748
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図: (a) 磁気リコネクションの模式図。(b) プラズモイド誘導型リコネクションの模式図。
磁気リコネクションにより生じた上向きのアウトフローによりプラズモイドが加速され
る。一方で、プラズモイドが上昇することにより、質量保存則からプラズモイドの下部に
はインフロー (vinflow  Wplasmoidvplasmoid=Linflow)が励起され、速いリコネクションが起
こる。(c) 2.5次元磁気流体シミュレーションの結果の例。時間が進むにつれ、磁気リコネ
クションが進行し、同時にプラズモイドが上昇していく。(d) リコネクション領域に供給
され得る磁束の量を変えたモデル。プラズモイド (青い実線)が飛び出すためには、それ
を囲む磁力線 (赤い実線)が磁気リコネクションを起こすことが必要である。
(西田圭佑 記)
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